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会  議  録（１） 

会 議 の 名 称 令和２年度 第４回 入間市廃棄物減量等推進審議会 

開 催 日 時 
令和２年９月２８日（月） 
午後１時５５分  開会・午後４時０５分  閉会  

開 催 場 所 入間市リサイクルプラザ ２階研修室 

議 長 氏 名 入間市廃棄物減量等推進審議会 会長 小林昌幸 

出席委員(者)氏名 
奥山重信 小野吉雄 釼持和夫 小林昌幸 三枝孝子 多田ひとみ 
手島吉紀 永井健一 沼井里恵 三木敏正 向野康宏 森谷秀一  

欠席委員(者)氏名 篠塚玲子、山本有男 

説明者の職氏名 
環境経済部副参事（清掃指導・ごみ減量推進担当） 
兼宮寺清掃センター所長            水村章一 
株式会社日水コン                中村浩 

会 議 次 第 
(公 開) 

１ 開会 
２ あいさつ 
３ 諮問事項に対する審議 
（１）入間市一般廃棄物処理基本計画の策定について 
（２）入間市災害廃棄物処理計画の策定について 
４ その他 
５ 閉会 

非 公 開 理 由  

傍 聴 者 数 なし 

配 布 資 料 

資料 

・入間市一般廃棄物処理基本計画 

・新基本計画の基本方針について（別紙１） 

・新基本計画の数値目標について（別紙２） 

・新基本計画の個別施策について（別紙３） 

・入間市災害廃棄物処理計画 

事務局職員職氏名 

環境経済部部長                 長谷川功 
環境経済部次長                 西澤章 
環境経済部参事兼総合クリーンセンター所長    小林正和 
環境経済部副参事（清掃指導・ごみ減量推進担当） 
兼宮寺清掃センター所長            水村章一 
総合クリーンセンター（事務局） 
主幹 松落義夫 主幹 山川博志 副主幹 平井素明 副主幹 新郁夫 

会議録作成方法 要点筆記 



 

 

 

2 

会  議  録 （２） 

議事の概要（経過）・決定事項 

○議題 

諮問事項に対する審議 

 （１）入間市一般廃棄物処理基本計画の策定について 

「入間市一般廃棄物処理基本計画」を用いて一般廃棄物処理基本計画策定につい

てコンサルタント会社の㈱日水コンより説明を行なった。    

 （２）入間市災害廃棄物処理計画の策定について 

「入間市災害廃棄物処理計画」を用いて入間市災害廃棄物処理計画の策定につい

て事務局より説明を行なった。 

      

○その他 

・現在の委員の任期について、令和２年９月３０日までとなるため、本日の会議で任期

満了につき退任となる委員よりあいさつをもらった。 

・次回審議会は令和２年１０月２９日（木）午前１０時より開催する旨のお知らせをし

た。 

                             以上 
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会  議  録 （３） 

発 言 者 発 言 内 容 

司会 

 

 

 

 

小林会長 

司会 

 

小林会長 

 

㈱日水コン 

 

 

 

 

小林会長 

 

 

 

 

 

 

森谷委員 

小林会長 

森谷委員 

 

 

小林会長 

事務局 

 

森谷委員 

１ 開 会（配布資料の確認を含む。） 

今回の会議は令和２年度第４回となっていますが、実際には３回目であり

ますが、これは３月に実施予定だった会議を４月に書面会議を令和２年度第

１回と位置付けたためで、今回は第４回となりますので、ご承知おきくださ

い。 

２ 会長あいさつ 

それでは、これより会議に入らせていただきます。「入間市廃棄物減量等

推進審議会条例第６条第１項」の規定に基づき、会長が議長となります。 

はじめに（１）『入間市一般廃棄物処理基本計画の策定について』を議題

といたします。それではよろしくお願いします。 

それでは、入間市一般廃棄物処理基本計画の策定について説明させていた

だきます。 

※配布資料「入間市一般廃棄物処理基本計画」「新基本計画の基本方針に

ついて」（別紙１）「新基本計画の数値目標について」（別紙２）「新基本

計画の個別施策について」（別紙３）を用いて説明をした。 

質疑をお受けする前に、本日の出席委員の人数は１４名中１２名です。よ

って、「入間市廃棄物減量等推進審議会条例第６条第２項」の規定に基づ

き、委員の半数以上が出席していますので、会議は成立となります。 

続きまして、本日の会議録の署名について、議長のほかに１名以上という

ことですので、名簿順で多田委員にお願いします。 

それでは、説明のございました内容につきまして、質疑をお受けいたしま

す。 

質問については、１章、２章と区切って受けてはどうでしょうか。 

それでは、１章につきまして質問を受け付けます。 

この計画は１５年間を目標としているが、長すぎると思われます。上位計

画の入間市総合振興計画、入間市環境計画は１０年としておりますので、そ

れと同じ１０年くらいを目標としてはどうでしょうか。 

上位計画との整合性はどのように考えているか、説明をお願いします。 

前回計画でも１５年とし、５年ごとに見直しをしておりますので、同じよ

うに考えております。 

見直しというのは、１５年先の計画が正確に設定されていて見直すのであ



 

 

 

4 

発 言 者 発 言 内 容 

 

 

小林会長 

㈱日水コン 

 

 

 

 

手島委員 

㈱日水コン 

 

小林会長 

㈱日水コン 

 

 

 

 

小林会長 

 

長谷川部長 

 

 

 

小林会長 

 

 

小林会長 

 

森谷委員 

 

 

㈱日水コン 

ればいいが、果たしてこの計画の目標が、正確に設定されているか疑問もあ

る。上位計画と併せて設定するべきと考える。 

県や国の計画はどうであるか。 

国の計画は５年ごとに計画の見直しをしています。目標値を見直すという

考えではないが、基本方針を定める段階で１０年先、１５年先を見据えて目

標値を設定している。４５ページに国及び県の数値目標があるが、全て５年

ごとに見直しをしているが、目標値をそのたびに変えるかというとそうでは

なく、目標値はある程度長期のスパンで設定している。 

長期スパンの目標は出ていますか。 

令和２年度で平成２４年度の数値と変わっていない。これは、それより前

に作られたものである。 

専門家として、１５年のスパンがどうなのか。 

１５年と設定して、その間見直しを行わないのであれば、ナンセンスです

が、５年ごとに見直すのであれば、問題ないと思う。１５年であれば、クリ

ーンセンターの施設の見直しもあるので、１０年だと短いかもしれない。例

えば、用地買収などが絡むと１０年では短いかもしれないので、１５年は妥

当ではないかと考えます。 

５年ごとにチェックをするのであれば、１５年でもいいのではないかとの

意見でしたが、何か意見はございますか。 

施設的な面でもうしますと、総合クリーンセンターは、平成８年に供用開

始となっております。平成２７年度より長寿命化で大きな施設修繕を行い、

今後２０年間持たせようと計画しております。その点からも１５年間の計画

としていただければありがたいと考えます。 

それでは１５年ということですが、１０年の方がいいなどの意見はありま

すか。 

（委員からの意見は特になし） 

それでは、今回の計画は１５年ということにさせていただきます。１章に

つきまして、そのほかの意見はいかがでしょうか。 

生活排水処理計画は別に作成することになっていますが、現行の基本計画

書にある言葉をそのまま使っていただければよろしいのではないでしょう

か。 

平成２９年の改定版では触れていません。現行計画では平成１８年に作成
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発 言 者 発 言 内 容 

 

 

 

森谷委員 

 

 

㈱日水コン 

 

剱持委員 

 

小林会長 

 

 

手島委員 

 

小林会長 

森谷委員 

事務局 

小林会長 

手島委員 

 

㈱日水コン 

 

 

手島委員 

 

㈱日水コン 

森谷委員 

 

㈱日水コン 

 

手島委員 

したごみ処理基本計画と生活排水処理基本計画を一緒にして１冊でだしてお

ります。生活排水として、し尿処理を入れることが通例ですので、今回は一

緒に入れます。 

ＣＯ２の削減が大きな問題点と考えるが、ごみを減らしてＣＯ２も減らす

という観点からそのような項目があってもいいのではと考えますがいかが

か。 

ごみの資源化でもプラスティックやペットボトルを継続的に取り組んでい

くとありますので、個別施策でも記述できるよう検討します。 

Ｐ４３に環境問題について記述されているので、ＣＯ２と書かなくても分

かるのではないかと思います。 

上位計画で示されれば皆さんに提案できる機会もあろうかと思いますの

で、その時に意見を賜りたいと思います。 

では、２章について何か意見はございますか。 

Ｐ１５の資料について、整数と小数点での記述があるが分かりにくいの

で、単位を合わせた方がいいのでは。 

単位がちがうので、合わせていただければと思います。 

Ｐ２３の表の題名が次のページの表の題名とあっていない。 

同じような表記に合わせます。 

他になければ３章に移ります。 

Ｐ３５③廃棄物のうち最終処分される割合が低いがどのような問題がある

か。 

問題というよりも、入間市の場合最終処分場があるが、隣の狭山市は持っ

ていないため、他の所へ持って行かなくてはならない。そのため、比較する

とこのようになってしまう。 

となれば、最終処分場だけを持っている市と比較するなどとした方がいい

のでは。 

そのようにします。 

Ｐ３０から表があるが、表示される年数が長いため、小さく見にくいが、

５年くらいでの表記ではいかがか。他の表もそうである。 

表によっては、ある程度の年数でどのように変化しているかを見たいため

です。 

Ｐ４１将来ごみ排出量で令和２年から令和１１年は２割程度減っている
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発 言 者 発 言 内 容 

 

 

小林会長 

 

森谷委員 

 

㈱日水コン 

 

 

手島委員 

 

 

 

 

 

 

 

小林会長 

永井委員 

 

㈱日水コン 

剱持委員 

 

㈱日水コン 

剱持委員 

 

 

 

㈱日水コン 

森谷委員 

 

 

が、人口は２５％減っているがそれに見合った排出量ではないように感じる

がいかがか。 

持ち帰って検討いただきたい。 

他になければ４章に移ります。 

Ｐ４７では資源を除くとあるが、Ｐ２９ではそのままの数字があるが、数

字だけみると分かりづらいが、どちらかに統一できないか。 

Ｐ２９は現行計画であるので、そのまま表記した方がいいのではないかと

思い記述しましたので、分かりにくいということであれば、説明をもう少し

明確に表記するなど改めたいと思います。 

別紙１みんなで学べる循環型社会とあるが、１５年経って今さら学ぶの

か、後退するような言い方でよろしいのか。 

別紙２目標が予測より低いのはおかしい。最終処分量ももっと減らせるの

では。施策効果を見込んだうえでの予測であればそのように表記したほうが

よろしいのでは。 

別紙３の１番で、焼却灰の資源化の推進を止める理由と、施策に新しい施

策がない。Ｐ５１で家庭ごみは減ってるが、事業系ごみが減らないとあるの

で、事業系ごみの抑制に力をいれるなど。 

ただいまのご意見を参考にして、検討していただきたい。 

Ｐ４０割合が％と割表示があるので、統一していただきたい。このデータ

は入間市のデータがないので、埼玉県のデータを表示しているのか。 

そのとおりです。 

重点施策をいくつか設定してはどうかと提案したが、どのように考えてい

るか。Ｐ５２の分別ガイドとはごみチャンネルのことか。 

入間市の家庭ごみの分け方出し方です。 

別のものと思われるので、表記の仕方を統一した方がよろしいのでは。 

資料３のＰ６マイバッグキャンペーンは廃止とあるが、廃止するのか。計

画のＰ５１では、マイバッグキャンペーンの実施とあるので、どちらが正し

いのか。 

別紙３が誤りです。 

Ｐ４７家庭系ごみの令和１７年度の目標が一人４４０ｇとしているが、国

の目標は令和７年度を４４０ｇとしているが、なぜ入間市は１７年度として

いるのか。 
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発 言 者 発 言 内 容 

㈱日水コン 

 

 

向野委員 

㈱日水コン 

森谷委員 

 

小林会長 

剱持委員 

 

小林会長 

剱持委員 

 

小林会長 

 

事務局 

 

小林会長 

事務局 

小林会長 

 

手島委員 

事務局 

 

 

手島委員 

 

小林会長 

手島委員 

森谷委員 

 

小林会長 

現在取り組んでいる一人１日１００ｇ削減目標があり、現状で５４４ｇで

ありそこから１００ｇの削減、また予測値では令和１７年は４９０ｇとなっ

ていますので、それらを加味して４４０ｇとしました。 

これは、努力目標ではないか。現実達成できないものもあるのでは。 

出来ない目標はたてることはしない。最終的な裏づけはしていく。 

Ｐ５２、５３目標のところに推進や実施とあるが５年後、１０年度の目標

を数値化するべきと考えます。 

事務局で検討いただきたいと思います。 

別紙１で目指そうひとり１日１００ｇとあるが、具体的にどのような行動

をすれば達成できるのか示していただきたい。 

どのような表現にすればよろしいかを検討していただきたい。 

別紙３のＰ６でマイバッグ持参率７５～７７％とあるので、マイバッグキ

ャンペーンは廃止するとしたのか。 

マイバッグキャンペーンは実施していくということで、先ほど確認しまし

たが、その辺のところはどうでしょうか。 

計画のＰ５１にもあるとおり、マイバッグキャンペーンは実施していくこ

ととします。 

時間の関係もございますので、次の議題へ入らせていただきます。 

（災害廃棄物処理計画のついての説明） 

細かいところはケースバイケースというところもありますので、大きな部

分での質問がありましたらお願いします。 

Ｐ２０の表の２－３と次のページの表２－４の違いは何か。 

Ｐ１９とＰ２０が２つあるので、質問の方はＰ２２、２３となります。大

変失礼しました。表２－３はこの計画を作成する前の初期対応マニュアルの

業務内容で、表２－４は本来の災害廃棄物処理の内容です。 

ほとんど内容が変わらないように思えるので、出来れば１つにした方がよ

いのではないでしょうか。 

もう一度検討していただきたいと思います。 

表と図についても分かりにくいので、もう一度検討いただきたい。 

Ｐ５の図１－３は細かくて大変見づらい。Ｐ４０は市役所やクリーンセン

ターなどの主要な施設を表示しては。 

ハザードマップは市役所にあると思うので、そちらをお配りしてはどう
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発 言 者 発 言 内 容 

 

小林会長 

 

 

 

司会 

 

 

 

 

 

 

 

剱持委員 

司会 

 

手島委員 

司会 

 

 

 

 

 

か。こちらの資料としては、大きく表示をお願いします。 

それでは、資料等もう一度検討いただき、次回お配りいただき、質問につ

いてもその時にお受けしたいと思いますので、よろしくお願いします。以上

で議題については、終了とさせていただきます。 

ありがとうございました。 

小林会長におかれましては、長時間にわたり議事の進行をしていただきあ

りがとうございました。 

次に次第の４その他としまして、４月に行いました書面会議の報酬を１０

月中に支払います。次回の第５回の審議会についきましては、１０月２９日

（木）の午前１０時からとさせていただきます。詳細につきましては、後日

ご案内いたします。なお、今回の会議を持って任期満了となり、退任される

方もいますので、その中から代表して長年勤めていただきました剱持委員に

あいさつをお願いします。 

（退任のあいさつ） 

ありがとうございました。 

そのほか、みなさまの方からなにかございますか。 

会議録については、当日ではなく事前に配っていただきたい。 

大変失礼しました。事前にお配りするようにいたします。 

それでは、以上をもちまして、第４回の審議会を終了とさせていただきま

す。長時間に渡りましてありがとうございました。 

 

 

議事のてん末・概要を記載し、その相違なきことを証するためここに署名する。 

 

令和     年    月    日 

 

     議 長 の 署 名                                                 

 

     議長が指名した者の署名                                                 

 

 


